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【 請 求 項 ２ 】
　

　
　
　

　
【 請 求 項 ３ 】
　

　
　

陽 極 、 陰 極 、 お よ び 有 機 化 合 物 膜 か ら な る 発 光 素 子 を 有 す る 発 光 装 置 に お い て 、
前 記 有 機 化 合 物 膜 は 、 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 順 次 形 成 さ れ た 正 孔 輸 送 材 料

か ら な る 正 孔 輸 送 領 域 、 前 記 正 孔 輸 送 材 料 と 電 子 輸 送 材 料 と の 比 率 が ｘ ： ｙ （ た だ し 、 ｘ
お よ び ｙ は 正 の 定 数 ） に な る ま で 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に
向 け て 増 加 す る 第 一 の 濃 度 変 化 領 域 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 で 前 記 正 孔 輸 送 材 料 お よ び 前 記 電
子 輸 送 材 料 を 含 む 混 合 領 域 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 か ら 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極 側
か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 増 加 す る 第 二 の 濃 度 変 化 領 域 、 お よ び 前 記 電 子 輸 送 材 料 か ら な る
電 子 輸 送 領 域 と を 有 し 、

前 記 混 合 領 域 に は 、 発 光 材 料 が 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

陽 極 、 陰 極 、 正 孔 注 入 領 域 、 お よ び 有 機 化 合 物 膜 か ら な る 発 光 素 子 を 有 す る 発 光 装 置 に
お い て 、

前 記 正 孔 注 入 領 域 は 、 前 記 陽 極 と 接 し て 形 成 さ れ 、
前 記 有 機 化 合 物 膜 は 、 前 記 正 孔 注 入 領 域 お よ び 前 記 陰 極 と 接 し て 形 成 さ れ 、
前 記 有 機 化 合 物 膜 は 、 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 順 次 形 成 さ れ た 正 孔 輸 送 材 料

か ら な る 正 孔 輸 送 領 域 、 前 記 正 孔 輸 送 材 料 と 電 子 輸 送 材 料 と の 比 率 が ｘ ： ｙ （ た だ し 、 ｘ
お よ び ｙ は 正 の 定 数 ） に な る ま で 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に
向 け て 増 加 す る 第 一 の 濃 度 変 化 領 域 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 で 前 記 正 孔 輸 送 材 料 お よ び 前 記 電
子 輸 送 材 料 を 含 む 混 合 領 域 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 か ら 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極 側
か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 増 加 す る 第 二 の 濃 度 変 化 領 域 、 お よ び 前 記 電 子 輸 送 材 料 か ら な る
電 子 輸 送 領 域 と を 有 し 、

前 記 混 合 領 域 に は 、 発 光 材 料 が 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

陽 極 、 陰 極 、 電 子 注 入 領 域 、 お よ び 有 機 化 合 物 膜 か ら な る 発 光 素 子 を 有 す る 発 光 装 置 に
お い て 、

前 記 電 子 注 入 領 域 は 、 前 記 陰 極 と 接 し て 形 成 さ れ 、
前 記 有 機 化 合 物 膜 は 、 前 記 電 子 注 入 領 域 お よ び 前 記 陽 極 と 接 し て 形 成 さ れ 、



　

【 請 求 項 ４ 】
　

　
　
　
　

　
【 請 求 項 ５ 】
　
　
【 請 求 項 ６ 】
　
　

【 請 求 項 ７ 】
　
　

【 請 求 項 ８ 】
　
　
【 請 求 項 ９ 】
　
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　
　

【 請 求 項 １ １ 】
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前 記 有 機 化 合 物 膜 は 、 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 順 次 形 成 さ れ た 正 孔 輸 送 材 料
か ら な る 正 孔 輸 送 領 域 、 前 記 正 孔 輸 送 材 料 と 電 子 輸 送 材 料 と の 比 率 が ｘ ： ｙ （ た だ し 、 ｘ
お よ び ｙ は 正 の 定 数 ） に な る ま で 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に
向 け て 増 加 す る 第 一 の 濃 度 変 化 領 域 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 で 前 記 正 孔 輸 送 材 料 お よ び 前 記 電
子 輸 送 材 料 を 含 む 混 合 領 域 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 か ら 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極 側
か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 増 加 す る 第 二 の 濃 度 変 化 領 域 、 お よ び 前 記 電 子 輸 送 材 料 か ら な る
電 子 輸 送 領 域 と を 有 し 、
　 前 記 混 合 領 域 に は 、 発 光 材 料 が 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

陽 極 、 陰 極 、 正 孔 注 入 領 域 、 電 子 注 入 領 域 、 お よ び 有 機 化 合 物 膜 か ら な る 発 光 素 子 を 有
す る 発 光 装 置 に お い て 、

前 記 正 孔 注 入 領 域 は 、 前 記 陽 極 と 接 し て 形 成 さ れ 、
前 記 電 子 注 入 領 域 は 、 前 記 陰 極 と 接 し て 形 成 さ れ 、
前 記 有 機 化 合 物 膜 は 、 前 記 正 孔 注 入 領 域 お よ び 前 記 電 子 注 入 領 域 と 接 し て 形 成 さ れ 、
前 記 有 機 化 合 物 膜 は 、 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 順 次 形 成 さ れ た 正 孔 輸 送 材 料

か ら な る 正 孔 輸 送 領 域 、 前 記 正 孔 輸 送 材 料 と 電 子 輸 送 材 料 と の 比 率 が ｘ ： ｙ （ た だ し 、 ｘ
お よ び ｙ は 正 の 定 数 ） に な る ま で 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極 側 か ら 前 記 陰 極 側 に
向 け て 増 加 す る 第 一 の 濃 度 変 化 領 域 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 で 前 記 正 孔 輸 送 材 料 お よ び 前 記 電
子 輸 送 材 料 を 含 む 混 合 領 域 と 、 前 記 ｘ ： ｙ の 比 率 か ら 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 割 合 が 前 記 陽 極
側 か ら 前 記 陰 極 側 に 向 け て 増 加 す る 第 二 の 濃 度 変 化 領 域 、 お よ び 前 記 電 子 輸 送 材 料 か ら な
る 電 子 輸 送 領 域 と を 有 し 、

前 記 混 合 領 域 に は 、 発 光 材 料 が 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 に お い て 、
前 記 混 合 領 域 の 一 部 に 前 記 発 光 材 料 が 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 ５ に お い て 、
前 記 正 孔 輸 送 材 料 お よ び 前 記 電 子 輸 送 材 料 よ り も 最 高 被 占 分 子 軌 道 と 最 低 空 分 子 軌 道 と

の エ ネ ル ギ ー 差 が 大 き い ブ ロ ッ キ ン グ 材 料 が 、 前 記 混 合 領 域 の 一 部 に 添 加 さ れ て お り 、 か
つ 、 前 記 発 光 材 料 が 添 加 さ れ た 領 域 は 、 前 記 ブ ロ ッ キ ン グ 材 料 が 添 加 さ れ て い る 領 域 よ り
も 前 記 陽 極 側 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 に お い て 、
前 記 正 孔 輸 送 材 料 お よ び 前 記 電 子 輸 送 材 料 よ り も 最 高 被 占 分 子 軌 道 と 最 低 空 分 子 軌 道 と

の エ ネ ル ギ ー 差 が 大 き い ブ ロ ッ キ ン グ 材 料 が 、 前 記 混 合 領 域 に 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 に お い て 、
前 記 発 光 材 料 は 、 三 重 項 励 起 状 態 か ら の 発 光 を 呈 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず れ か 一 に お い て 、
前 記 混 合 領 域 に お い て 前 記 正 孔 輸 送 材 料 お よ び 前 記 電 子 輸 送 材 料 の 合 計 質 量 に 対 す る 前

記 正 孔 輸 送 材 料 の 質 量 の 百 分 率 は 、 １ ０ ％ 以 上 ９ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装
置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 に お い て 、
前 記 混 合 領 域 は 、 １ ０ ｎ ｍ 以 上 、 １ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 厚 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装

置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ０ の い ず れ か 一 に 記 載 の 発 光 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 電 気
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器 具 。
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